
保健所機能の独立性を確保し、感染症拡大時の緊急対応と、通常業務の遂行に資する。

新庁舎の西3期棟のワンフロア（地下１階）に保健所のみを配置し、感染拡大時は区役所西通り側のエントランスを保健所専
用とすることにより、保健所と庁舎利用者の動線を明確に分離することができる。

健康企画課
(試験検査担当)

生活保健課

感染症対策課

健康推進課

健康企画課
公用・職員用

駐輪場

来庁者用
駐輪場

世田谷保健所 外部エレベーター

（感染拡大時）
保健所専用出入口

保健所
搬入車両

物品搬入
動線

来庁者の
車両動線

トイレ
EV

西棟地下１階の執務室は保健所のみであり、
かつ１フロアに収まっているため、保健所利
用者と他の来庁者の動線を分離することが可
能。
保健所への搬入車両動線も分離でき、トイレ
等も共用しない運用が可能な計画としている。

西棟地下１階

倉庫 書庫
ロッカー
・更衣室

電気室

公用・職員用
駐輪場

EV EV

世田谷区本庁舎等整備 区民の安全・安心を支える拠点として ー新型コロナ対策からみた新庁舎ー
資料1

保健所以外への来庁者は
外部階段、外部エレベーターで
1階のエントランスへ

区役所西通り
（補助154号線）



世田谷区本庁舎等整備 区民の安全・安心を支える拠点として ー新型コロナ対策からみた新庁舎ー

現庁舎 新庁舎

３密（密集、密閉、密接）を回避し、職場内感染リスクを低減し、感染症対策窓口や通常業務の継続に資する。

ポイント１
ユニバーサルデザインに配慮した適正な執務面積を確保し、執務室における職員間の距離を適切に取り密度を下げることに
より、職場内での感染リスクを低減する。

職員一人当たり庁舎面積
９㎡／人

職員一人当たり庁舎面積
１８㎡／人

密集回避が困難のため、感染者発生時に業務
継続が不可能となるリスクを軽減するため、
課内の係を複数班に分けて、他係と混在させ
るなど工夫している。

UD動線に配慮したレイアウトにより、職員間の
距離を適切に取り、感染リスクを低減できる。
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0

資料2

椅子を引けば

車いすも通行可

※図面は現庁舎・新庁舎とも同一縮尺。※図面は現庁舎・新庁舎とも同一縮尺。
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３密（密集、密閉、密接）を回避し、職場内感染リスクを低減し、感染症対策窓口や通常業務の継続に資する。

ポイント２
大型天板の事務机と可動式個人ワゴンを採用したオープンフロア、ユニバーサルレイアウトにより、低密度化やフロア内で
の分散配置への移行も容易

ワゴン 在宅勤務や職場分散
により低密度化

＜オープンフロア、ユニバーサルレイアウトのイメージ＞

執務サポートエリア
の打ち合わせ
スペースも活用

ワゴンの移動
のみで分散
配置が可能

資料3

AA AB BB a a a b bb

課内の係を複数班に分け、エリアを
分けて分散して執務することが可能

Aa Aa Aa Bb Bb Bb

Ａ課 Ｂ課通常時

分散勤務時 ↓仮設間仕切り

ＥＶ ＥＶ
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３密（密集、密閉、密接）を回避し、職場内感染リスクを低減し、感染症対策窓口や通常業務の継続に資する。

ポイント３
無線LANやモニター、プロジェクター等を設置し、支所・まちづくりセンターや他部署等とのオンライン会議にも適した
執務室や会議室。

無線LANを敷設した、壁の
ないオープンな執務エリア。
執務サポートエリアを活用
してオンライン会議も可能。

無線LANやプロジェクター・
スクリーンを設置する中・大会議室。
大規模なオンライン会議も可能。

新庁舎 西棟5階（部分）

資料4

無線LANやモニターを設置する
小会議室。
プライバシーや情報セキュリ
ティ等に配慮したオンライン会
議も可能。

サポート
エリア
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３密（密集、密閉、密接）を回避し、職場内感染リスクを低減し、感染症対策窓口や通常業務の継続に資する。

ポイント４
窓口や執務空間の換気量を自動制御する換気システムの設定値を切り替えることにより、外気の換気量を増やすことが可能。

【通常時】
法令に規定される室内の二酸化炭素濃度基準（1000ppm）を満たすよう換気量を自動制御する空調機１により、
外気を取り入れ、湿度調整された空気が、風量調節され、室内に供給される。

【感染症対策時】
必要に応じ、室内の二酸化炭素濃度の設定を下げることで、換気量を最大運転に切り替えることが可能となる。

空調機２
天井から吹き出し、床で
吸い込む形式の空調方式

空調機１
・換気
・湿度調整

吸込口（壁）

外気吸入

排気

空調機２
・温度調整

空気の流れ

空気の流れ

輻射パネル

二酸化炭素センサー

吸込口（床）

窓口・執務室 断面イメージ

資料5
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３密（密集、密閉、密接）を回避し、職場内感染リスクを低減し、感染症対策窓口や通常業務の継続に資する。

ポイント５
エコボイドを活用した自然エネルギー換気（重力換気）により、無風時も積極的に外気を取り入れることが可能。

外気流入

エコボイド(排気)

新庁舎 東棟5階（部分）

エコボイド(排気)

エコボイド（断面イメージ）

外気流入

外気流入

外気流入

外気流入

外気流入

１．室内外環境（室内外の温度、屋外風速、降雨状況）をモニタリングし、
適切な換気のタイミングを「お知らせランプ」により知らせる。

２．外壁に面した窓とエコボイドの排気用の開口部を手動にて開閉する。
（屋上の排気用の開口部は「お知らせランプ」と連動し自動開閉）

外気流入

外気流入

外気流入

外気流入

自然換気
「お知らせランプ」

▼屋上

▼１階

資料6
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緊急な窓口開設や応援職員増にも、迅速に適応し、区民の生命、健康を支える。

事例１
臨時的な窓口（特別定額給付金窓口など）の設置が必要な場合には、会議室を窓口、事務スペース等に容易に転用が可能。

区民会館ホワイエを活用して、臨時窓口を設置 無線ＬＡＮ、ＯＡフロアが整備された会議室を窓口等に
容易に転用することが可能。

西棟５階

待合事務
スペース

窓口

窓口

待合事務
スペース

大会議室を窓口に転用

区民会館１階

バック
ヤード

中会議室を
待合スペースに転用

受付

ＥＶ

資料7

※図面は現庁舎・新庁舎とも同一縮尺。 ※図面は現庁舎・新庁舎とも同一縮尺。

現庁舎 新庁舎
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緊急な窓口開設や応援職員増にも、迅速に適応し、区民の生命、健康を支える。

事例２
臨時的な職員や外部委託従事員の増員に対しても、大型天板の事務机の活用や、サポートエリア、会議室等を執務室へ転用
することにより、応援職員等の執務空間も確保が可能。

執務面積：約770㎡

会議室等：約80㎡

生活保健課

健康企画課

感染症対策課

健康推進課

西棟地下１階

トイレ

EV

生活保健課

健康企画課

感染症対策課

健康推進課

区民会館地下１階
（旧レストラン）
：約160㎡

執務面積：約650㎡
（区民会館地下1階の
臨時執務スペース含む）

第二庁舎１階
：約490㎡

トイレ
EV

サ
ポ
ー
ト
エ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
エ
リ
ア

臨時執務スペース

健康企画課
(試験検査担当)

※健康企画課（試
験検査担当）は、
ＭＫアースビル

資料8

会議室等
現庁舎 新庁舎

※図面は現庁舎・
新庁舎とも同一縮尺。



世田谷区本庁舎等整備 区民の安全・安心を支える拠点として ー新型コロナ対策からみた新庁舎ー

緊急な窓口開設や応援職員増にも、迅速に適応し、区民の生命、健康を支える。

ポイント
東棟、西棟それぞれ２か所以上の出入口、エレベーター、階段により、来庁者動線を分散しやすいため、密集状況が
生じにくい。

地域振興課

区民課

街づくり課

会計課

生活支援課

地域調整課

子ども家庭支援課

健康づくり課

保健福祉課

：主な出入口

：主なエレベーター

：主な階段

新庁舎 １階平面図

【凡例】

西棟

東棟

（地下レベル）

資料9


